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「移植医療への理解と協力を」 
臓器提供意思表示促進に薬剤師が一役 

 
 
 株式会社アイセイ薬局（JASDAQ:3170）は、2013 年 4 月 15 日より、アイセイ薬
局グループ 250 店舗全店において、臓器移植へのより深い理解と臓器提供意思表示の
促進を目的とした啓発活動「グリーンリボンアクト」をスタート致しました。 
 アイセイ薬局が展開する「グリーンリボンアクト 2013」では、公益社団法人日本臓
器移植ネットワーク（東京都港区 理事長:野本亀久雄）が推進するグリーンリボンキャ
ンペーンに全面協力するかたちで、従来の啓発活動から更に一歩踏み込み、調剤薬局な
らではのアクションを展開致します。 
 調剤薬局においては、健康保険証の確認を頻繁に行うため、ポスターやリーフレット、
臓器提供意思表示カードなどの設置に加え、患者さまへのお声掛けを積極的に展開して
参ります。保険証裏面の臓器提供意思表示欄に未記入の患者さまに対して直接お声掛け
をし、移植医療に関するより深い理解と、臓器提供意思表示の現状を説明してご協力い
ただけるよう促す所存です。一人でも多くの方にご理解ご協力をいただけるよう、アイ
セイ薬局役社員一丸となって、「グリーンリボンアクト」を推進して参ります。 



臓器提供意思表示に関する認知が不十分な現状 
 2010 年 7 月に改正臓器移植法が施行され、本人の書面による意思表示に加えて、本
人の意思が不明の場合、家族の承諾によって臓器提供が可能になりました。しかしなが
ら、臓器移植の実情はまだまだドナー数が不足しており、今以上に理解促進を図る必要
があります。 
 日本臓器移植ネットワーク提供の資料によると、臓器移植ネットワークに移植希望登
録をしている患者の数は約 13,000 人。それに対して、死後の臓器提供による臓器移植
手術の実績は年間 300 件程度しかありません。また、日本とアメリカの臓器提供数と
移植数を比較すると、臓器提供数が日本 112 名に対して、アメリカが 8,126 名、移植
数においては、日本 329 件に対してアメリカ 22,517 件。日本とアメリカの人口比率
が 1:2 であることを勘案すると、日本の窮状がご理解頂けると思います。 
 
 
 
以下参考データ：社団法人臓器移植ネットワーク提供資料より 

 
［ 日本の臓器提供の実績 ］ 

 



［ 日本とアメリカの臓器提供数と移植数 ］（UNOS,JO T ホームページより） 

 

 
 

調剤薬局だからこそできる社会貢献活動 
一病息災という言葉があります。これは病気もなく健康な人よりも、持病のひとつくら
いあった方が、健康に気を配るようになり、かえって長生きできるという意味の言葉で
す。病を患うからこそ、病に悩み苦しむ人の気持ちが理解できる。グリーンリボンキャ
ンペーンへのより踏み込んだ活動は、そういった多くの患者さまとの接点を持つ調剤薬
局だからこそできる社会貢献活動だと認識しております。アイセイ薬局は、社是である
「奉仕のこころ」を胸に、医療従事者の一員として、これからも日本の医療へ貢献して
参ります。 
 
 
 

【アイセイ薬局「グリーンリボンアクト」に関する取材依頼･お問い合せ】 
株式会社アイセイ薬局 コーポレート・コミュニケーション部 

TEL： 03-3240-0250 
E-mail : koho@aisei.co.jp 
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